
団体名： 平和町商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 131.1 ％） （達成度 90.0 ％） Ａ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 102.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 69.3 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｃ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 102.5 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 115.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 97.4 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 102.3 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 75.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ｂ 現行どおり

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

法改正や最低賃
金、助成金などの
情報提供のために
も、引き続き開催し
ていく。

目標
数値

20
実績
数値

15

指標
事業参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

部会・委員会事業
（労務改善研究部
会）

労務改善研究部会の活動を通
じて、従業員の労務管理や安
全衛生活動等を推進し、企業
の発展に資することを目的とす
る。

７月２６日　セミナー　参加者数
１５名

労務改善研究
部会員

目標
数値

指標

実績
数値

労働基準監督署、公共職
業安定所の職員に講師を
依頼することにより、より実
践的な内容を取り入れた講
習会を行なうことができた。

総
合
評
価

健康普及事業

中小企業の経営・雇用の持続
的な安定を図るため、従業員
の健康診断を実施し、企業の
健全な育成に資することを目
的とする。

７月５日　　受診企業数　３６企
業　受診者数　３２６名
１月１１日   受診企業数　２０
企業　受診者数　１５５名 小規模事業者 Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
目標
数値

目標
数値

470
実績
数値

481

指標
受診者数

指標

事業所や従業員の健康意
識の向上に繋がるととも
に、商工会がまとめて健診
バスを手配することにより
事業所の業務軽減に繋
がった。

総
合
評
価

受診項目を充実さ
せながら、今後も
引き続き実施す
る。

実
施
側
の

事
業
評
価

福利厚生事業
（各種共済事業）

中小企業の経営・雇用の持続
的な安定を図るため、各種共
済制度を普及し、企業の健全
な育成に資することを目的とす
る。

小規模企業共済　　　８６名
経営セーフティ共済　３名
特定退職金共済　　　１９名
中小企業退職金共済　２２名
さくら共済　　　　１１７名
中小企業共済　　　２２１名
総合共済　　　　　　４５名
中小企業ＰＬ保険　３名

小規模事業者

目標
数値

530

総
合
評
価

Ｂ

516

事業者のニーズにあった共
済を推進し、経営の安定
化、雇用対策を図ることが
できた。

実績
数値

実績
数値

目標
数値

指標

地域振興のため、
住民との交流が深
まるよう今後も引き
続き開催していく。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も自己財源の
確保と福利厚生の
充実のため引き続
き推進する。

指標

共済加入者数

指標 指標

目標
数値

実績
数値

230
目標
数値

協力者数

200

地域住民
小規模事業者

若手後継者等育成
事業

商工業者の若手経営者・後継
者を対象に、経営に必要な知
識の習得や資質向上を図るた
めの講習会を開催し、地域の
活性化を担うリーダー的人材
の育成を目指すことを目的とす
る。

セミナーの開催３回４１名
女性部全国大会への参加（１
名）

若手経営者
後継者等

目標
数値

40

実
施
側
の

事
業
評
価

地域振興祭事業

各種のお祭り・祭典などを開催
することにより、その集客力を
活かして地域の経済活動を促
進し、地域の産業ＰＲの機会を
するとともに、地域の総合的な
振興を図ることを目的とする。

第２３回さくらまつり　４月１日
（協力者数　６１名　来場者数
４，５００人）
第１９回サマーフェスタへいわ
８月５日　（協力者数　９８名
来場者数　５，５００人）
第１２回へいわまつり（協賛）
11月５日　　（協力者数　７１名
来場者数　３，５００人）

実績
数値

地元商工業者と住民の交
流を深めることができ、地
域貢献に寄与することがで
きた。 総

合
評
価

Ａ

実績
数値

41

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価目標

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後もセミナーの
開催や全国大会へ
の参加を促し、若
手経営者・後継者
の資質向上を図
り、次世代の指導
者候補の育成を強
化していく。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

指標

〇

実績
数値

セミナーについては、要望
の高かったテーマを選び参
加者を募ったことで、多くの
出席者が集まり経営者・後
継者の資質向上に繋げる
ことができた。

総
合
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

小規模事業者の意
見を聞きつつ、より
充実したテーマで
今後も実施してい
く。Ｂ

指標
講習会出席者数

実績
数値

指標

目標
数値

目標
数値

指標

目標
数値

127
実績
数値

88

指標指標

講習会出席者数

小規模事業者の税
務知識を高めても
らうため、今後も実
施していく。Ａ

様々なテーマで講習会を開
催することにより、知識や
情報を習得し、小規模事業
者の資質向上に繋がった。 総

合
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

小規模事業者に正しい税
務指導をすることで、事業
者自身が財務状況や問題
点を把握することができ
た。事業者の事務軽減にも
繋がった。

総
合
評
価

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

51

実
施
側
の

事
業
評
価

目標
数値

640

記帳指導事業所数

講習会事業

多様化する経営環境に対応す
るため、小規模事業者にとって
必要な経営知識の習得や、時
事的な問題についての啓蒙を
図り、事業者の資質の向上と
円滑な事業運営に資すること
を目的とする。

・個別講習会
　税務講習会　８回３８名
　労務相談所　１回１名
・集団講習会
　新春講演会
　　４商工会合同開催１回３名
　労務講習会　　　　　１回１３
名
  経営講習会　　　　　３回３３
名

小規模事業者

巡回・窓口相談指
導事業

小規模事業者を中心に経営指
導員等の商工会職員が事業所
へ訪問し、金融・税務・労務等
経営全般について様々な相談
への指導をすることにより、経
営の改善を図り、健全な企業
を育成するとともに、新規開
業・創業予定者に対する相談
窓口を設置し、経営改善に資
する指導を行う。

実績
数値

目標
数値

30

今後も小規模事業
者のニーズを把握
し、問題解決に努
めていく。来年度
は、職員１名が長
期研修に出席予定
のため、目標は現
状のままとする。

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

課題解決提案件数

記帳継続指導事業

商工会職員が個人事業主等を
対象に正しい記帳方法の指導
と決算・確定申告の指導を行
い、適正な税務申告と経理の
自計化や計数管理による経営
力の向上に結びつける。

　　指導日数：　　２２６日
　指導延回数：　　５９８回
対象事業者数：　　５１事業所

小規模事業者
(個人事業主)

指標
総
合
評
価

小規模事業者に対して、巡
回・窓口相談を積極的に行
なうことにより経営改善、経
営の安定に努めた。

実績
数値

27

・巡回窓口指導実企業数２８７
社
・巡回窓口指導延件数８３９件
・課題解決提案件数　２７件
・経営革新承認件数０件

・非会員指導実企業数８件
・非会員指導延件数９件

指標

巡回窓口指導延件数

目標
数値

小規模事業者・
新規創業予定

者
実績
数値

839

50

平成２９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合は主要な方が記載されてますが、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 平和町商工会

得られた効果 備考

平成２９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 115.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 75.5 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 109.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 116.1 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 103.4 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 107.5 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 80.0 ％） （達成度 162.5 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ａ Ｂ 現行どおり

青年部・女性部事
業

青年部・女性部員間での交流
や社会福祉を通じて地域との
関わりを持つことにより、地域
社会の発展に寄与することを
目的とする。

・青年部
　役員会等９回　４６名　研修
会１回　１１名　イベント協力３
回　１８名　その他　５名
・女性部
　役員会等２回　２６名　視察
研修会１回　１４名　イベント協
力２回　１３名　その他　１２名

青年部員
女性部員

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
65

目標
数値

100
実績
数値

80

指標

青年部事業参加者数

指標

事業を通じ、部員間の情報
交流を深めるとともに、イベ
ントに出店協力することで
地域の活性化に貢献した。

総
合
評
価

女性部事業参加者数

目標
数値

40

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

部員間の交流を深
めるとともに、地域
貢献を図るため今
後も実施していく。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

異業種交流の場と
して今後も引き続
き実施していく。

指標

実績
数値

目標
数値

実
施
側
の

事
業
評
価

異業種交流の場として、企
業の情報交換、経営基盤
の強化に繋がった。 総

合
評
価

Ｂ異業種交流事業

新年に賀詞交歓会を開催し、
企業交流の場を提供し、各企
業の経営基盤の強化、地域の
商工業の発展に寄与すること
を目的とする。

１月１０日開催　参加者数　８６
名

小規模事業者

指標 指標

目標
数値

58
実績
数値

60

目標
数値

80

指標
事業参加者数

86
実績
数値

労働保険事業

事業者等の委託を受けて、事
業者に代わって労働保険料の
申告納付その他労働保険に関
する各種の届出等の事務処理
を行うことにより、中小企業主
の事務処理の負担を軽減し、
労働保険の適用促進及び労働
保険料の適正な徴収を図るこ
とを目的とする。

現在委託事業者数　６０企業
年度更新手続完了
全期分保険料納付済
随時：労災手続指導　雇用保
険取得喪失手続　離職票作成

407
実績
数値

407

調査・広報事業

商工会の広報誌である「商工
会だより」を発行し、関連施策
をＰＲし、制度の周知をするた
めの広報活動を行う。

商工会だより　年２回発行
発行部数　４０７部
関連施策パンフレットの配布
毎月１回程度配布 小規模事業者

小規模事業者への
情報提供や商工会
活動の周知のため
にも今後も引き続
き実施していく。

労働保険委託
事業所

目標
数値

指標
周知数

実績
数値

実
施
側
の

事
業
評
価目標

数値

指標

定期的に情報発信すること
で、商工会事業活動の周
知、情報提供をすることが
できた。

委託事業者数
労働保険事務組合
のメリットを理解し
てもらい、今後も委
託事業所数の増加
に努める。

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

目標
数値

180

指標

確定申告取りまとめ件数

目標
数値

労働保険料に伴う事務代
行を行うことで、事業者の
事務負担を軽減することが
できた。 総

合
評
価

Ｂ

実績
数値

総
合
評
価

Ｂ

シートベルト関所や街頭監
視活動を行うことにより、ド
ライバーの交通安全に対
する意識を高め、社会貢献
に繋がった。

総
合
評
価

実績
数値

209
実績
数値

目標
数値

税務関係団体指導
事業
（青色申告部会・法
人部会）

青色申告部会・法人部会の活
動を通じて、会員の税務知識
の向上を図り、商工業の活性
化に資することを目的とする。

・確定申告取りまとめ
　消費税申告
  書面１８件　e-tax１３件
　青色申告
  書面５７件　e-tax６８件
  白色申告
  書面２件　e-tax７件
　贈与税申告
  書面７件　e-tax０件
　様式Ａ申告
  書面２０件　e-tax１７件

青色申告部会
員

法人部会員

指標

指標

目標
数値

300
目標
数値

実績
数値

329

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

交通安全意識を高
めるため、今後も
実施していく。

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続きイータック
スの普及に努める
とともにマイナン
バーへの理解を深
めてもらう。

確定申告のイータックスの
代理送信を積極的に行なう
とともに、正しい申告、納税
を推進することができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

部会・委員会事業
（食品衛生部会）

食品衛生部会の活動を通じ
て、食品衛生知識の普及と自
主管理体制の整備の強化を図
ることを目的とする。

検便　２回　　参加者数２７７名
製品検査　２回　参加者数５名
ふきとり検査　２回　参加者数
５名 食品衛生部会

員

指標
事業参加者数

部会・委員会事業
（交通安全部会）

交通安全部会の活動を通じ
て、交通安全意識の高揚を図
り、各企業に交通事故防止の
啓発を積極的に推進し、企業
の発展に資することを目的とす
る。

街頭監視活動（毎月０の日）
１８回　参加者数２００名
各季節のシートベルト関所
３回　参加者数　８４名
年末一斉大監視　４名
視察研修会　１１月２８日　２０
名
講習会　３月１９日　２１名

交通安全部会
員

目標
数値

380
実績
数値

287

指標

事業参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も実施してい
く。

検便や自主検査の実施を
して、食品衛生管理を図る
ことができた。検便の受付
を商工会館で行なうことに
より、事業者の負担軽減に
繋げることができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

指標

実績
数値

目標
数値

実績
数値

46

部会・委員会事業
（商工業部会）

商業・工業の部会活動を行うこ
とにより、参加企業の情報取得
による経営知識の向上、発展
に資することを目的とする。

１月２５日　視察研修会実施
参加企業数３１社　参加者数４
６名

商工業部会員

指標
参加者数 異業種交流を深め、親睦、

情報交換の促進を図ること
ができた。

実績
数値

目標
数値

目標
数値

40

指標 事
業
者
へ
の

調
査
結
果

近年、参加希望者
が増えていることか
ら、定員を増やすこ
とも検討しながら引
き続き開催してい
く。

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

総
合
評
価

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合は主要な方が記載されてますが、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 平和町商工会

得られた効果 備考

平成２９年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 94.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標

（達成度 86.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現状維持

目標達成度 必要性 実施方法

Ｂ Ｂ 現行どおり

実績
数値

39

地域振興事業
（地域対策活動事
業）

中学生の職場体験学習事業に
おいて、商工会が地元企業を
紹介し、受入企業のとりまとめ
を行う。中学校と密接な連携を
保ち、地域の活性化に資する
ことを目的とする。

８月２２日～８月２５日　４日間
の内３日間実施
中学生参加者数　１２０名
職場体験受入企業数　３９企
業

小規模事業者

指標
参加企業数 各地区に直接職員が赴き

開催することで、地域の問
題点、商工会への要望等
を把握することができた。
また、商工会の事業活動
等も会員企業に直接伝え
ることができた。

実績
数値

目標
数値

目標
数値

45

〇

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

平成２９年度に今
後続けるべきか検
討したところ、続け
てほしいとの意見
が多かったため、
今後も開催してい
く。

指標 事
業
者
へ
の

調
査
結
果

地域貢献の場とし
て受入企業の増加
を図りながら今後も
実施していく。Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

総
合
評
価

実績
数値

地域振興事業
（地域懇談会事業）

地区別の懇談会（支部懇談会）
を開催し、地域の実態把握及
び地域活性化に向けた各種事
業の取り組み、地域振興ととも
に地域商工会の発展に寄与す
ることを目的とする。

４月１７日　三宅地区　１６名
４月１８日　法立地区　　９名
４月１９日　西光坊横池地区
１７名
４月２４日　下起地区　　８名
４月２１日　六輪地区　２１名

小規模事業者

指標
参加者数 各地区に直接職員が赴き

開催することで、地域の問
題点、商工会への要望等
を把握することができた。
また、商工会の事業活動
等も会員企業に直接伝え
ることができた。

目標
数値

75
実績
数値

71
目標
数値

指標 総
合
評
価

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合は主要な方が記載されてますが、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


